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地域住民との協働による脱炭素まちづ
くりに関する取り組み事例の紹介

ー岡山県真庭市での活動からー



 取り組みの全体像

 ボトムアップシミュレーション

 市民会議・意向調査

 市民意向を踏まえた政策提案

本日の報告内容



カーボンニュートラル実現に向けた中山間地域の持続可能な将来シナリオ

世帯情報および建築ストック（行政情報）

森林データ（GIS）

パーソントリップ調査

木材流通状況調査

プラットフォーム（データベース）の構築 ボトムアップ評価（CO2・森林資源など）

市民会議・意向調査（アンケート）

市民意向を踏まえた政策提案

将来の市域伐採可能量（100年間）

将来の林齢分布（50年後）

将来の市域CO2排出量（家庭部門）

市民電力の年間経済収支

市民電力への参加意向真庭の未来を考える脱炭素市民会議

本研究はボトムアップ評価に基づく詳細なエビデンスデータ
（CO2や森林資源など）をコミュニケーションツールとして活
用し、市民会議などのワークショップやアンケートによる意向
調査を踏まえて、CN実現に向けた将来あるべきシナリオ（政
策）を市民とともに創り上げることを目的としている。

ブラッシュアップ

エビデンスフィードバック

アウトプット

インプット
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策）を市民とともに創り上げることを目的としている。
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プラットフォーム（データベース）の一例

パーソントリップ調査

森林関連データ（GIS）

世帯情報および建築ストック

林道
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木材流通状況調査
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ボトムアップシミュレーションとは？

ボトムアップ型 トップダウン型

例えば、岡山県全域の統計データ
を人口などで按分して真庭市のエ

ネルギー消費量などを推計

1軒1軒の活動状況を予測して、そ
れらを積み上げることで真庭市全
域のエネルギー消費量などを推計



評価例： CO2排出量の将来予測（真庭市全域）
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 対策強化レベルに応じて、2050年に予測されるCO2排出量が変化し、
CN実現には⑤-2～⑥レベルの対策が必要となる。

脱炭素を実現するためには市
民一人一人が何をどれだけ実

行する必要があるのか？



評価例： 市民電力（シュタットベルケ）の可能性

真庭市における市民電力事業の可能性

 電力の地域自給率は ３６％

 市民電力会社の営業利益は

1200万円→ 地域サービスの財源

シュタットベルケとしての役割

 市内の経済効果は 6.9億円

 CO2削減量は１３７２９ｔ（５７％）

 小売単価は2円/kWh値上がり

※中国電力の電力を使用した場合と比べて

市場調達

木質バイオマス

住宅太陽光

事業太陽光

年間経済収支（百万円）



評価例： 市民電力に対する住民意向（アンケート調査）

「地域経済循環型プラン」を選択する人の特徴

項目 地域経済重視型 スコア

料金体系 値上げでも、同じなら 0.744

愛着 感じている、やや感じている 0.440

温暖化への危機 強い危機感、危機感をもっている 0.321

市民出資 仕組みは必要 0.285

太陽光発電 設置していない、わからない 0.224

省エネ行動 かなり意識、意識 0.172

実施主体 地域内企業 0.162

電力会社変更 変更した、検討のみ 0.133

変化への反応 先駆者として行動 0.079

地域電力会社への考え 必要 0.070

年齢 40歳以上 0.070

オール電化 検討なし、分からない 0.055

性別 男性 0.051

つながり 感じる、やや感じる 0.046

Q どのプランを選びますか？

実施時期 2023年12月

配布数 2450

回答方法 郵送 Googleフォーム

回答数 210 100

地域経済重視型プラン



評価例： 将来の森林資源予測

将来の真庭市域における森林資源分布予測結果
（林齢分布：50年後）

真庭市森林簿とGIS情報を結合し、木質

資源動態予測モデルによる100年間の

将来予測計算を行う。

この先の20年間は現在の搬出量を確保

できる一方で、再造林15ha/年程度であ

れば、40年後には伐採可能量が激減す

る。

将来の真庭市域における総伐採量の予測結果（想
定条件：標準伐期+5年、植林上限15ha）

真庭市の平均生産量（過去5年程度）

木質資源動態予測モデルの計算フロー
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策）を市民とともに創り上げることを目的としている。

エビデンス



気候（脱炭素）市民会議とは

数十人〜百数十人の参加者が集まって、社会的な争点となっている課題について、数週
間〜数カ月かけて継続的に議論して政策提言を行う。

→ 気候変動・脱炭素にフォーカスした会議

出典：環境政策対話研究所、欧州気候市民会議ー脱炭素社会へのトランジションー、2021年3月



開催期間 開催地 会議名称 主催者 参加者数

2020年11月-12月 北海道札幌市 気候市民会議さっぽろ 2020実行委員会 20

2021年5月-10月 神奈川県川崎市 脱炭素かわさき市民会議 実行委員会 75

2022年7月-11月 東京都武蔵野市 武蔵野市気候市民会議 武蔵野市 68

2022年8月-2月 岡山県真庭市 脱炭素社会に向けた市民会議 真庭市、岡山大学（協力） 119

2022年8月-11月 東京都江戸川区 えどがわ気候変動ミーティング 江戸川区 14

2022年8月-12月 埼玉県所沢市 マチごとゼロカーボン市民会議 所沢市 51

2023年5月-7月 東京都多摩市 多摩市気候市民会議 多摩市 45

2023年6月-11月 神奈川県厚木市 あつぎ気候市民会議 厚木市、実行委員会 52

2023年7月-12月 神奈川県逗子市・葉山町 かながわ気候市民会議in逗子・葉山
神奈川県、環境政策対話研究所、地
球環境戦略研究機関

46

2023年8月-12月 東京都日野市 日野市気候市民会議 日野市 40

2023年9月-12月 茨城県つくば市 気候市民会議つくば
実行委員会、つくば市、産業技術総
合研究所、国立環境研究所、筑波大
学

50

2023年9月-1月 宮城県 仙台市 せんだいゼロカーボン市民会議 仙台市 50

この他、横浜市⻘葉区、千葉県松⼾市、宮城県仙台市、埼⽟県さいたま市（浦和美園駅周辺）、東京都杉並区などでも開催

気候（脱炭素）市民会議とは

数十人〜百数十人の参加者が集まって、社会的な争点となっている課題について、参考
人の証言も聞きながら数週間〜数カ月かけて継続的に議論して政策提言を行う。

→ 気候変動・脱炭素にフォーカスした会議



脱炭素社会に向けた市民会議＠真庭市

市民対話による将来のエネルギー政策の検討、得られた成果を反映すること
で、気候民主主義の実現と、市民を巻き込むムーブメントへつなげていく

出典：真庭市、脱炭素先行地域「真庭」の挑戦～地域資源を生かした真庭市の戦略～、2023年11月



脱炭素社会に向けた市民会議＠真庭市

① 地域の活性化につながる脱炭素政策を

② 災害時のエネルギー利用を可能に

③ 環境にやさしいライフスタイルの促進を

④ 再生可能エネルギーと地域の共生の確保を

⑤ 情報発信を通じた地域価値の向上を

市民会議では真庭における脱炭素の取り組みを進めていくための5つの柱を提案した。

出典：真庭市、脱炭素社会に向けた市民会議（第5回）、2023年2月



ビジョニングワークショップ＠真庭市・岡山市

「望ましい未来（2050年）の姿」についてペアワーク

参加者は45名（3日間合計）で、中学生から70代の
高齢者まで、日頃はカーボンニュートラルを意識した
ことがない方々に数多く集まって頂いた。



ビジョニングワークショップ＠真庭市・岡山市

ビジョニングワークショップ 2,420 件 （0.2秒）
visioning workshop 1,480,000 件 （0.2秒）

出典：INVITRO INNOVATION、Strategic Visioning Workshop Outline、2012年8月



ビジョニングワークショップ＠真庭市・岡山市

グラフィックレコーディング（グラレコ）とは、会議の内容などを、
文字やイラストを使ってリアルタイムに記録すること

出典：Visual Thinkery、Graphic Recording – it’s magic!、2019年12月



ビジョニングワークショップ＠真庭市・岡山市

グラフィックレコードの成果（「望ましい未来」について）

あなたにとっての「2050年 ありたい
未来」は？

・こんな世の中になってて欲しいな！
・こんなの世の中からなくなってたらいいな！



ビジョニングワークショップ＠真庭市・岡山市

グラフィックレコードの成果（どんな脱炭素アクションが必要になるか？）

ありたい未来を実現するために、どん
な脱炭素アクションが必要になるかを
考えましょう。

・バックキャスティング思考に基づく発想



ビジョニングワークショップ＠真庭市・岡山市

＜ビジョニングワークショップの開催意義＞

 カーボンニュートラルは遠い未来？
やらなければならないという感覚はあるが・・・、
実感がない、ぼんやりとしたイメージ、きれいごと？

 Visioning 自分の暮らし、幸せを守る ために
バックキャスティング思考に基づいて考える、
切り口が少し自分事化される、でもまだ弱い・・

 グラフィックレコード 2050年の 自分の姿が見え
てくる 抽象的なものが徐々に具体化される

 ビジョニングによる 「自分事化」 とグラフィックレ
コードによる 「視覚化」 が相乗的な効果を発揮
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真庭市 地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

出典：真庭市、脱炭素先行地域「真庭」の挑戦～地域資源を生かした真庭市の戦略～、2023年11月

5回の市民会議を経て、市民提案「真庭の2050年脱炭素社会の実現にむけ
て」を参考に、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）が策定された。



まとめ

「地域住民との協働による脱炭素まちづくりに関する取り組み」
について、先進的な取り組みを展開している岡山県真庭市と岡
山大学との協働内容を紹介した。

 地域住民との協働を進めるにあたり、岡山大学鳴海研究室
で実施したボトムアップ評価に基づく詳細なエビデンスデー
タ（CO2や森林資源など）をコミュニケーションツールとして
活用した。

 2022年度には「脱炭素社会に向けた市民会議」を計5回開
催し、高校生から80代までの延べ119名が、脱炭素を起点
にした「真庭の未来像」についてディスカッションした。

 2023年度には「脱炭素社会へのビジョンを描くワークショ
ップ」を計3回開催し（1回は岡山市）、中学生から70代まで
の延べ45名が。「2050年にありたい未来」と「それを実現
するために必要な脱炭素アクション」についてディスカッショ
ンした。



得られた成果

この2年間の活動で得られた成果は以下の通りである。

 ボトムアップ評価に基づくエビデンスデータ（CO2や森林資源
など）は、ぼんやりとしたイメージになりがちなカーボンニュー
トラルにフォーカスしたディスカッションにおいて、明確な目
標設定や意識付けを図るためのコミュニケーションツールと
して有効に活用された。

 「脱炭素社会に向けた市民会議」では、脱炭素の取り組みを進
めていくための5つの柱が市民より提案された。市民提案は
市長への答申を経て、真庭市地球温暖化対策実行計画（区域
施策編）に反映された。

 「ビジョニングワークショップ」では、ビジョニングによる「自分
事化」とグラフィックレコードによる「視覚化」が相乗的な効果
を発揮し、自らの幸せを実現するために必要な物事をバック
キャスティング思考で内省するための一助となった。
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